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R.ユ 恐驗 紡.果 ・
'.i

.各 種燃料め發火待時閥温度曲縁

. .ii,昏 麟 料璽鞣来榊 聞i昌慶典線k:こ.

及ぼチ麓撮蛆添掴效果

ii韮・ 各種燃料り發火袴時岡温度曲線に

及ぼす四匪化凝累添加敷果

'

1.緒

.4實 驗款果の考察

L發 火開始最低温度め低下

iL發 火待時聞不確定澄度範閘

111.耐 爆劑の作用

ivよR9璽{匕淡勞ぎ配～.{乍用

v、 試料の類型め圃 踵

・1・發火待時聞潭度曲縁の配列暇位と

耐爆性との駆係

5.繕.括 .・

言 .

(.1.).に於てはし磁製靖堝を用ひ,各 種gyp}の 常厭下;空 氣中に於ける發 火待時闇濫度曲線

を求め疵 の曲隷の特性に依つて・各試料の繍 の暉別をすること 又此の曲線0配 列の仕方;.

囀 及催爆粥を添加レた揚合の變 化か ら自然發火現象の ノツキ シグへの關嚇性の檢討等が,

在架め發火鬣に依 るxり も明瞭 に行 はれ得 るこ.とを示した・ そして組成と褒火集動の近似せ

蔦 試料の獄 待時蘭漉 鋤 線の配列順序 と オ.ク.タン價 との閥に1‡,.略不行關係の彳舛 るり炉:

.認めちれ,.自然發火温度が高 くなれは:,ノヅ寿シグが起 り難 く.なり.,低 ぐなれば起 け易..くな琴.

轟 犀 と.喩 る・ゆ 事は"キ ・グが 晦fd1》 磯 の嬬 .自然蜘 ζ依つ禦 る.もの.r.あ.る.ことを一兇確からしく思1ませる・ 今假に=,ノッキングが.主として燃料の白然發火に烋

って起るものである.ξしても,.6uuf4F,電氣火花で點火されてから起るエンヂン内の自然k

と・..常歴下加熱せる容揚に試料を滴.ドして起させる壊堝内自然發火と賎1現娘臻現の探倖が可

毒 り.異つてゐる・

自嬾 燗 齣 灘 唹 て岬 齣 膿 燃糊 麟 の船 ・勦 等調 定瀏 二が幾 ば・自

燐 畑 麟 断 異?て 獅 のカ・髄 砺 嬉.坿 よ舳 で起さぜ舶 嬾 火の鯱 で,_・ ・
ヂ:ン内の;ッ キ ング瑰象 を論ナるには,坩 堝内φ測室條件をエンヂ.ン内a.)揚合と全 く同じにせ.

ねばならぬ・それが困嬢で あれば,出 來 る.だ.け.近付けることに依 り.,.如何な.る變動が見 られ る

か・刻 七の變動の部合ば .試料瞰 り・如何な.る異同があ.ることを明舸 ・することが必要であ
'
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果 してそρ.であるかξ.う.かは.よ ぐ檢討して見なサればならぬが,:常壓下開放式坩堝に酸素
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摩酸i勧 碑度の墳加た伸ひ・母初か

ら.徐タ.rc低下する.但 し茲 に例外は'

ナ.7テ.ン系麦花水素のデ カ リ.ンで・.
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酸素の灘 増大 に俸る發零開始ゐ最鱈温度め低下め模様1拿,矛 クタ・茗贋の高循:と炉 ふ立掲.よ.

oる:と 、飴 物 と純粹物質とでは,:様 子が畢つてゐる.此 睇5昧 働 明らかな所であ

る。 帥ち麗合物が如何に酸素に斂感な成分 を含んで居るか に依つて低下度が異うて來る・.例

へば撼準燃料80は オク.クン價が可な・b高いにも拘 らナ,.此 よリオク.クン價の低v.69ガ.ゾ リン

に比べて自熱發火醸 の低下が大である・擦準燃料80.に4ヒ 《;/gallon加鉛 した.ものはオクク ン
.價濫 甑7`1で あって

,オ.ク タ..シ仮はイゾ.オクク.シ.に.匹敵ナる程であるが,イ ソオクタ.ンに比べ

て低下度は遙かに口立つてゐる・.aEの 様 にr然 發米濃箪の低下の著 しくなる陳因は,馳 等の

試科が何れも・酸素に極めて敏感な成分,、it三ヘプタ.ンを含んでゐると解きれ る.

.⑳ 發火待時閥不確寒温庠範園
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醜 艇 添加.し擱 令亭 うで加 揚合暾 ぺ鍛 鵜 榊 で求脚 称 棚 蜀翠 曲即

墾動す 裾 蝉 犠 塔科の繊1と 罵.じて・.類型的に異.t「・'Sfi中の それ とth向力墹,じであるが駿

.素氣榊 でtt4'2f9 ,ptのヤ タン壓ρ測 ヒに蝉 中硼 合よ・bSよ.く.一9する 例へば解
ア 昌.リシとiO:S%四.≠ ヂ怨鉛去.を夫 タ單猪で∴..a臼ガ ソ1).笥に添 加:し.た掲廊 發求待痔濱1潅度

　 グ 　　 　 　 　 　 　ロ ガ 　 　 し 　 　 い ロ.曲線の變花の具合陵
,、(1).の第 昏圖 葬:d)空氣r円τ於ける測定締果を卑れ鶴 プ「士ヅ ンと四≠

チル鍵 匂妖 差か が ⑳ 勾第3鬪'E.ρ 鱇 氣流中i唹 暁る測離i剰 まを寧 身 噸 の

方がア.刈 ヒ妙 棚 卿 妹 で帥 .・一方⇒ 彳γ内での塗グタ瀬 の・ヒ騨 譽 ・..69ガ ソ
リ
.ンIr・丁 叫 シ艀 郷 批 てオ妙 ンMdi`・'69が78・e.なり;・.四野 噸 を.q瑠 添加して
69 .が β7と なる1亊・... . .一.二

第躙A・.娜 嘱 ぺ・ゾ鴫 頒 急 亘儼 焔 度の蟐 焔 蝿 め暾 しで繭 脚
の白然發来湿度め上昇效果φ認め難》・こξ即:鰍る∫ 此の揚倉卑午チル鉛は.勿論彳)こと,..ア三

身 の嬢.晦 翔?τ 負嘩 駐 示して?).る.一.一 一.'
斯撒 塑 で耐鱒 ゆ 鯉 岬 麟 のに反駐て・.自燬 火翠 が齢 て低砿 づ海齢 孅

討 しセ見よう一 同.じ物質で酸素氣流中の方力擦 鰰 よ.蝿 鯲 發畑 度が叢昶レ.く・低下する

もめがある;一例へばヂエチル≠ 一テルに麓て桝t馬 罕氣中の發米開始最彎度は穿:0℃.程で,

瞭 剛 騨 聯 卸拐 と・.・・その鰥}士II璃 榔 説1縁 導 嫡 く'lvaentt認め.られたP
.である溺 酸素氣流屮に於匠る發火開舶最低童昆度は

,.酸靆 入$.,2Qcc/分で,.第'1es耳φ如 く

igO喰 程に准.り,ヒれ位嶐然饗火澀度が低 ぐ麹ると厂も.嬢や:耐爆剤.を添加しても∫.上昇效果は
.殆ん躪 嘩 唯 微少に嫡 ・.罅.第3闘 μ.

.零.朔 ら呼 あ.昏 一 ...:/.,.
此師 方嘩 今の碑 は蝉 騨 鮹 鑼 火塀 ㈱ が驪 却 理 齢 獺 皹 鋤`あ るζ
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を綜合的に眺めてみ.るゐ 茲でも試料φ繊 φ近似.しでゐるものな大た蜘 似の齣:を 札,

噸 脚 雄 勸鋤 られる漉 の舳 ・よづ鱒 畍 郷 出來る・今瀦 伽 影響細 ・.
..して分類.して見れ ば吹め如.くである.・ 「・
=類.型1 ・ ..
.此
の型り試料に四エチル鉛 とアニ リンとを單獨で夫寿α1%及 醐%(此 の添加割合は以下不

.憂と.す.る)添加すれば・何れめ揚合.も自然發*況 度を:上昇せ しめる・

.此の型嵎 す る期 は課 化糠 と してや? .イ.γ系嘱 するイソオ妙 ・・正へ#$a,
花.ヘプ タン,イ ソオ クタ ンと 正ヘ プタ シの混合物 た る襟攣 燃料,ナ フテ ン系 の シ.ク.uペ シタ

祐 ・シク・ヘキ サ ン,デ カ リシ,此 等 璽外 量τ主成分が バ ラ7.イ ン系及 びナ フテ ン系 よ り成 る,

69ガ.ソ.リ ン並 に 蹴 ソリン等 で あ り.衆{咏 素塀 φ ものrig.ヂ イ ソブ ・.ピルェ ーテ ルの

如 き.暑一.テル,メ チ ルエチルケtン,.ブ チ 卩ツ 等 の如 きケ.トン.も.既の類 に島 する・

類 郵」.2・......一 、

此の型の試料の自然發火沮度は,」四土チル鉛を添加 した揚合は幾 らか上昇するが,ア リ昌ン

を添加.した場合は,殆 ん.ど效果がないかゼそれ壬 も;負にな る,
'畔 七の梨に.屬す獄 料は・べiJ一.ルIFル.か ル1.キ シロ.一ル・メシチレン等鱒 播 族ベン

ゾ.一ル系の炭化水素である・..一

類lfg/3.一

咄の励あ試科は,四 エチル鉛 ・を含んで:daZ',一そのたあに 矛ク.タン價の高められてゐるもの.

で,四 贓化炭索を0・5%添 加す.ると.自然磯来臓 力『顯著に抵下す る點が特色であ.る・

四:S'チル鉛のオクタン:姻よ昇效果のある炭{ヒ氷幸に1してp四 エチル鉛 を含イfしてゐる賦料ヵζ.
』
ζ皆此類に禍する」...:...

類 型.4・..=.

此の型の翻 は,ア 昌 リン.を添加 し左時・・瞭 肇*齦 上昇效果 は.あるが響四エチル鉛を添

加した時は,却 つて負になるか、殆んど謬め られ:ない.メ.タ ノール,血 夕■一ル、ブロ.パノー;

ル・ ブク・;ル ・ア ミルア・・u=.一ル等の如き解rF噸.ア セ トンのimgケ トン参ゆ 型1・

.屬する・.

(▼i)翠 火待時間温度曲綜の配列廏序と耐爆性とり翻際

域分が近以 して居 り,し か も酸素氣流中1ζ於ける發火試驗により,同 一類型に屬する燃科の

發火待時閥潰度曲線は第2磯Bに 示ざ伽 く3.緯弊物質,混 合物の如何た拘 らナ,酸 素選.

入量.20cq吩 にて發火待時間がIA-0,3秒(此 め發火待時間の潰度に於て各種試料の發火が,測

定條件の微妙な差に依つて影響 されること.がダな ぐ確實に起 り易悟)の 聞の部分に着 口して比 .
..穀して見れば略オクタン價め順に並んで轟るζ二どポ認3ウられ る・ 一方室氣中に於ける發火待

時間温度曲線に麓ては・標準燃料と.69ガ ソ..リ》 犀び94ガ ソリン.とでは何れ も炭化水素の混合.
ロ 　

物で批 勒 成分に大差がある誨でも軍 ・難 燃 駒嫁 嬾 型を區別する・とカ`'檸軸

.が」.オ.クタン債の順に並んでゐなかつ津・..礎つて此 らのガ ツリンの察氣中で求めた發火待時

間温度rl細線 を同一實驗條件の下牝 得海襟邂燃料φそれ養塊鞍 して,オ ククン積を騨定して見て

も{:興 の輝牢値 と實澗値との喰埠ひ力郵 な り1大琶:くで 浦足な.一・致が見られなかつたg
..酸素氣流中の發火待時間温度曲線の方}ま,.類型が同.じであれば パラフィン系とナフテン系の

如 ぐ成分が多少建つてゐて も,オ クタン價の順に並 ルでゐる部分があるのであるか ら,'1比點を
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i

利用せぱ未知 の試料のオ クタン價 を評定す る.に好都合である・

第2岡Aを 見れば解馬如.く・酸索黛流中の試驗に於て も酸素逡入量が1〔lec/分i一の程度では,

發辮 時雕 麟 線齲 嬾 畷 火待時聞不嘩 灘 觀 働 つて洛雌 極 の禧醐 伽
比較が薗渕で あるぼか りでな く.,發火試驗に依 る類型が同一であつても,オ ク.ダン價の順に整

.然と並んでわる部分を見HSナ ことが出來なy・試料も.あレ,ζ め黠空氣中の揚舎 と大 差はなV・・

一、
5i總.括

磁製蚶堝を用ひ,常壓下各種燃料の發火待時間温度曲線を酸素氣流中で測定した結果。得ら

れた要點を摘記してみれば教の如ぐである.、

i・ 酸素氣流中で求め允各種試料㊥發火待時問澄度曲線は溢 氣中の結果に比べて一殺に發

火開始最低温度炉低温の側へすれ,且つ此の低下の度合の著 しいものの中には發来笹時閣不確

躍 輝 匝を示す.砂があう・ ..・
ii,.酸素焦流中で求め7eit火待時間温度曲線より各種継料に對する.繭爆劑の添加效果を檢

討すると,大 體室氣中の揚合と同樣であつて燃 料め組成に依つて特鐓ある差異が認められ

る..

i"・糴 麟 に縢 化螺 を醜 深加し7・Sのの讃 焔 時間灘 轍 が四鹽イヒ嶽 撫

痂 しない もののそれ に比べて變動する模様は,四 エチル鉛を含有 した加鉛效果のある燃料にの

み顯薯である,

iv.各 種試料の發火待時間温度曲線に及ほす耐爆劑並に四盛化鐺 ミ添加效果に依つて 琳料

の類型め區別をして見た・ ・
コ

・㌧ 同一類型矚L・nthq近 似してゐる騨 孵 焔 黼 澱 蠍 轍 靆 罎20・ ・吩

にて求 める乏,此 の曲線の發火待時闇1～O,3秒 の部分は略オ クタ.ン便の順 に配列.してゐ.る.の

・が認められた。 ・ ..・

本研究 を逾行すts;t"di`つて,終 始御懇篤なる御指導 と熱梨なる御鞭撻 を賜つた恩師 堀獺

授 に滿腟の感謝 を擦げ る・.:,

貴軍な る讖料を提供 され疫諸方面にも深甚の謝意 を表 し友い・
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